
第６学年 総合的な学習の時間指導案

「つなげよう！夢へのかけ橋を！」１．単元名

２．こんな子どもだから

○ 本学年の子どもたちは，国語科の学習において，○○の町がバリアフリ－やユニバ－サルデザイン
等を大切にしたやさしい町になっているかということで，地域を見つめてきた。その際，地域の‘人

’ ， 。 ，もの・こと に目を向け ○○をやさしい町にしようという願いをもった 自分なりに課題を見つけ
その解決に向けてどのような方法があるか考えながら，進んで活動することができるようになってき
。 【 】た 主体的・創造的な態度

○ 子どもたちは，課題が見つかると自分なりに計画を立てて追究する姿が見られ，自分が必要な情報
を得るために，どのような方法で取材し，どんな人とどのようにかかわっていけばよいかも考えるこ

。 【 】とができるようになってきている 問題解決にあたっての学び方
○ 地域や自分たちを支えてくれている人々の生き方や考え方にふれた経験をもつ子どもは少ない。そ

して，どんな思いや願いをもって自分たちにかかわってくれているのかを受け止めて，主体的に地域
の人にかかわり，地域の活動に参加している子どもの姿はほとんど見られない。進学に期待を膨らま
， ， ， ，せ 将来の自分の姿を思い描き始めている子どもたちにとって あらためて地域の人とかかわり 今

自分にできることは何か，何をしなければならないのかを見つけ，実際に取り組んでいくことは，有
。 【 】用感・有能感を高めていく上で意義があると考える 自己の生き方への自覚

３．こんな教材で ４．こんな支援で

「受ける」段階① 本質性
日頃から 子どもたちや学校，地域に ○ 夢を実現した人と出会わせることで，，

思いや願いをもってかかわってくださっ 夢に対するイメ－ジを広げることができ
ている地域の人をＧＴとすることで，職 るようにする。
業や勤労に目を向けながら，前向きに歩
んでいこうとする態度を育むことができ ○ 出会った人の生き様に感動したり，共
ると考える。 感したりすることで，自分の課題（課題

） 。１ を設定することができるようにする
② 課題性

共通課題（課題１・２）から自分なり ○ 協働体験や継続観察を大切にすること
の課題を設定した子どもたちは，様々な で，追究する「人」の思いや願いに触れ
方法を駆使して課題解決に向かって個々 ることができるようにする。
に活動していく。その途中で繰り返され
る成功体験や失敗体験は個々の学びであ ○「夢の実現」に向けての取組には，まだ
り，有用感・有能感を実感できる場とな 課題が残っているという新たな視点に気
ると考える。 付くことで，課題２を設定することがで

きるようにする。
③ 発展性

こだわりや喜び，やりがいをもって生 「返す」段階
きることの素晴らしさを子どもたちに味 ○ 学んだことを自分の生活にどのように

，「 」わわせたいという地域の人の思いを「受 生かしていくかを考えることで 受けた
け ，その「受けた」ことを大切にして地 ことを「返す」という意識をもつことが」
域に「返す」という活動を構成すること できるようにする。
は，学校と地域の双方向性のある関係づ
くりを行う上で価値ある教材となると考 ○ 追究した「人」から，活動を評価して
える。 いただくことで，有用感・有能感を味わ

うことができるようにする。

５．こんな子どもに

○ 自分の将来や夢につながるさまざまな事象に対し課題を見いだし，課題解決の見通しをもって，進
， 。 【 】んで地域の人とかかわり 最後まで追究することができる 主体的・創造的な態度

○ 友達や地域の人と，自分の思いや考えを伝え合い，事実を分類したり関連付けたりしながら，自分
。 【 】の生き方を探るための考えを練り上げることができる 問題解決にあたっての学び方

○ 地域の人とのかかわりの中で，自分の将来や夢についての考えを深めたり，地域のために役立つこ
。 【 】とができる自分の伸びやよさに気付いたりすることができる 自己の生き方への自覚



６．学習活動計画（計３０時間）

段階 問題解決の学習過程 配時地域との双方向の関係づくりを成立させる支援

１．オリエンテーションを行う。 ④
（１）卒業学年になった今，自分のこだ １

《 》わりや興味をもっていたこと 過去
を振り返り 自分の夢やあこがれ 未， 《
来》について考える。

（２）夢の実現に向けて頑張っている地 ※ 夢の実現に向けて頑張っている人， ２
域の人，夢を実現させた地域の人と 夢を実現させた人の話を聞く場を設定
出会う ［共通体験］ することで，テ－マ『夢』に対しての。

（３）学習の共通課題について話し合い イメ－ジを明確にすることができるよ １
見通しをもつ。 うにする。

課題１
自分の夢の実現に向けて，地域の受

人の生き方に学ぼう。

２．自分の課題をつくり，調べる計画をけ
立てる。 ②

（１）自分の課題を決める。 ※ 「こんな人（人間）になりたい」を １
（２）調べる計画を立てる。 出し合ったウｪビングを分析した結果を １る

○ 自分がかかわる地域の人 提示することで，自分にはどんな力や
○ 活動時間・方法 態度が必要か(課題)そのためには誰に

学ぶか学習への見通しを明確にするこ
とができるようにする。３．自分の課題の解決に取り組む。 ⑭

（１）計画書に従って調べる。 ※ 教師がＴＴ体制により個々にかかわ ４
○ 課題追究のために情報の収集・ りやすくすることで，子ども一人一人
選択・整理 に対して追究計画書へのアドバイスが

○ となる「人」の取材や体験 できるようにする。GT
訪問

（２）体験訪問をする［２回］ ※ ＧＴとなる「人」の取材をしたり体 ４
（３）中間交流会をする。 験訪問をしたりすることで，その人の １
（４）付加・修正した計画書に従って調 思いや願い，生き様を感じ取ることが １

べる。 できるようにする。
（５）体験訪問をする［２回］ ４
４．活動報告会をする。 ③
（１）活動報告会の準備をする。 １

Ａ組
つ

（２） 活動報告会をする ［２回］ ※ 子どもたちが取り組もうとしている。
本時

な
こと（課題２）が地域にとっても大切

（ ）
ぎ

課題２ な活動であることをＧＴに伝えていた 3/3
だくことで，子どもたちの有用感を高

の
自分の夢の実現に向けて，地域の

めることができるようにする。
交

人に学んだことを生かした取組をし
よう。

流

Ｂ組５．これからの取組について話し合う。
本時②＋課外

（ ）（１）自分の夢の実現に向けてのこれか ※ 自分で考えた取組を，友達と交流す 1/2
らの取組を決める。 ることで，課題２の解決に向けての意 課外

Ｃ組（２）課題２の解決に向けて取り組む。 欲を高めることができるようにする。
本時返

（ ）６ 『夢へのかけ橋発表会』を行う。 ④． 2/2
（１）家の人や，ＧＴに対して「これま ※ ＧＴを招聘し，子どもの学びを評価 １

での学びの成果 「これからの自分」 していただくことで，子ども達の有用す 」
についてのメッセ－ジを文を書く。 感を高めることができるようにする。

（２）家の人や，ＧＴに対してメッセ－ ※ 『夢へのかけ橋プラン』を作成する ２
ジを伝える。 ことで，これからも課題２で決めた取

組（ 返す」活動）や地域の人とのかか「
わりを継続できるようにする。 １７ 『夢へのかけ橋プラン』を作成する。．

課外①＋課外
１８．活動全体を振り返り，これからの自

分の生き方について話し合う。 ①



７．本時（２３／３０） 公開授業Ⅰ
（６年Ａ組 教室）

８．本時の目標
○ 自分の学びについて話したり，友達の学びのよさを聞いたりしながら，地域の人に学んだこと生かし
ていきたいという意欲を高めることができる。 【主体的・創造的な態度】

○ 自分の見方・考え方を高め，新たな課題を見いだすことができる。 【自己の生き方への自覚】

９．本時指導の考え方
本時は，子どもたちがこれまで取り組んできたことを報告することを通して，友達や教師からの評価を

受け，有用感・有能感を高める‘活動報告会 〈後半〉の場面である。この‘活動報告会’では，まず友達’
「 」 ， 。と一緒に 受ける 段階における学びの過程を振り返ることで 自己の成長に気付くことをねらっている

さらに，これまでの夢の実現に向けた取組への賞賛・価値付けを受けることで，夢の実現に対する見方・
考え方を高めることができると考える。つまり，新たな自分の課題を見出したり 「返す」段階における新，
たな課題（課題２）追究への 意欲を高めたりすることもねらっている。

そこで，本時では，子ども一人一人の取組の成果がお互い認め合えるように，話す側には，自分の取組
が具体的に伝わるような自己評価カ－ドを準備させておく。聞く側には，示した視点（①友達の学びのよ
さ，②これからの自分に生かせそうなこと）のもと，友達の発表を聞くようにさせる。

最後に，最後のＧＴとの協働体験を終えた後に書いた子ども（自分の課題がまだ解決できていないので
は，と不安を感じている子どもや既に課題２を意識している子ども）の自己評価カードを紹介する。この
ことで，前時から本時の報告会にかけて 「これから自分がしなければならないこと（地域の人に学んだこ，
とを生かす活動 」への意識が高まってきた子どもたちが 「今の時点で，自分の夢の実現のために必要な） ，
力や態度が本当に身に付いたかどうかは判断できない。学校や地域の様々な場面で‘身に付いた力’を生
かすことができれば，本当に力が身に付いたと言える 」という，これまでの見方・考え方を高めることが。
できるようにする。

つまり 「受ける」段階の最後の時間である本時は 「返す」段階に向かって課題意識をもつ，つなぎ目， ，
としての役割をもった時間である。

そこで，本時学習の指導における目標達成のための主な支援は，以下の４点である。

① 発表を聞く際には，視点（①友達の学びのよさ，②これからの自分に生かせそうなこと）を示すこ
とで，友達の学びを自分の考えに照らし合わせて聞き，友達の学びの内容を共有化することができる
ようにする。

② かかわったＧＴや課題，取組の異なる友達３～４人で構成したグル－プで報告し合うことで，友達
一人一人に適切な評価ができるようにする。

③ 友達の発表を聞いた後に，自己評価カ－ド（地域の人に学んだことを進んで友達に報告したり，質
問したりすることができたか，自分の伸びや自分や友達の学びのよさに気付くことができたか，これ
からの自分に生かせそうなことを見つけることができたか，の３項目）を書かせることで，自分の活
動を振り返り，有用感・有能感を実感することができるようにする。

④ 自己評価カ－ドの内容や感想を発表する中で，これからの自分に生かせそうなことを具体的に考え
ることができた子どもを紹介することで，課題２を意識することができるようにする。

１０．準備

（教 師）前時までの学習を整理した掲示物，聞く側の視点を示した掲示物

（子ども）発表に使用する自己評価カ－ド，筆記用具



１１．展開

学習活動と内容 評価規準 支 援

１．前時までの学習を想起し，本時の学習のめあてを確認 ○ 前時までに学習
する。 した内容を掲示し

ておくことで，前
本時のめあて 時までの学習を想

地域の人に学んだことを報告しよう。 起しやすいように
する。

【観点】
２．活動報告会を行う。 主体的・創造的な
（１）聞く視点を確認する。 態度
（２）地域の人に学んだことを報告し合う。

《聞く視点》
① 友達の学びのよさ
② これからの自分に生かせそうなこと

【評価規準】
３．本時を振り返り，自己評価カ－ドを書く。 ○ 地域の人に学ん ○ 友達の発表を聞

○ 地域の人に学んだことを友達に話すことができたか。 だことを話したり いた後に，自己評，
○ 友達の学びのよさを見つけることができたか。 友達が学んだこと 価カ－ド（①地域
○ これからの自分に生かせそうなことを見つけることが や学び方のよさを の人に学んだこと

できたか。 聞いたりしながら を友達に報告する，
地域の人に学んだ ことができたか 話《

学んだこと ことを生かしたい し手 ，②友達の学
お世話になった先生

》
という意欲を高め びのよさを見つけ

ＧＴ（公民館館長） 気配り，心配り ている。 ることができたか
《聞き手 ，③これ》

ＧＴ（公民館主事） 笑顔，思いやりの心 からの自分に生か
【評価方法】 せそうなことを見

ＧＴ（Ａ保育園） 笑顔，気持ちのよい挨拶 発言・表情 つけることができ
活動記録カ－ド たか，３項目）を

ＧＴ（陶芸家） 感謝する心，努力 書かせることで，
自分の活動を振り

ＧＴ（Ｂスーパー） 責任感，丁寧な言葉遣い 【観点】 返り，有用感・有
自己の生き方への 能感を実感するこ

ＧＴ（Ｃ保育園） 笑顔，思いやりの心 自覚 とができるように
する。

ＧＴ（着付けサ－クル教師） 礼儀正しさ，前向き 【評価規準】
，○ 地域の人から学 ○ 友だちの話から

ＧＴ（野菜づくりの名人） 笑顔，やさしさ んだことを，これ 自分の思いを整理
からの生活の中で させることで，新

４．課題２を設定する。 生かす活動に取り たな課題への意識
組もうという新た を高めることがで

課題２ な課題［課題２］ きるようにする。
自分の夢の実現に向けて，地域の人に学んだことを を意識している。

生かす活動をしよう。
【評価方法】

発言・表情
５．教師の話を聞く。 自己評価カ－ド

○ 子どもの学習への価値付け・賞賛
○ 次時の学習の確認

今日は，これまでみなさんが地域の方に学んだことを
報告してもらいましたね。友達の報告を聞いて，友達が
どんなことを学んだのか，その学びのよさもたくさん見
つけることができました （賞賛）もちろん地域の方のお。
かげでもありますが，あなたたちが「自分の夢を実現さ
せたい！」という思いから一生懸命に活動したことで，
地域の方からたくさんのことを学ぶことができたのだと
思いますよ （価値付け）。

これからは，さらに自分の夢の実現に向けて，課題２
の解決の仕方を考えていきましょうね （次時の学習の確。
認）



７．本時（ ／ ） 公開授業Ⅰ２５ ３０
（６年Ｃ組 教室）

８．本時の目標
『 』 ， 。○ 自分の 夢 の実現に向けて 地域の方から学んだことを生かした自分の取組を決めることができる

【自己の生き方への自覚】
○ 自分が考えた取組を，地域の方から学んだことと関連付けて友達に話したり，友達のこれからの取組

， 。 【 】を聞き 感想や意見を発表したりすることができる 問題解決にあたっての学び方

９．本時指導の考え方
， ， ，これまでに子どもたちは 活動報告会を通して 課題１における自分の学びのよさを自覚するとともに

夢の実現のための新たな課題２を設定してきている。
また前時においては，地域の方から学んだことを生かす活動について，さまざまな考えを出す学習を行

っている。子どもによっては，地域の方から学んだことと関連付けて，具体的な活動内容を考えている子
もいるが，その一方で，まだ活動が具体化されていなかったり，どのように取り組んでいくか迷ったりし
ている子もいる。

そこで本時は，友達が考えた取組を聞いたり，自分が考えた取組に対する友達の意見を参考にしたりし
ながら，自分の取組を決める学習場面である。

そのために，まず，前時に出し合った活動の案をもとに 「①いつ・②どこで・③どのように」の３点か，
ら方法を考えることで，自分の課題解決を具体的にイメージすることができるようにする。

次に，一人一人が考えたこれからの取組について，グループで交流する場面を設定する。地域の方から
学んだことを生かした，具体的な取組を決めることができるように，交流の中では，発表する側と聞く側
それぞれに，視点をもたせて発表したり，聞いたりさせる。

その後，活動計画書と自己評価カードに，これからの自分はどんなことに取り組むか，友達の取組や意
見を聞いてどう思ったかについて書かせる。このことで，子どもたちは，具体的な取組を決めることがで
きた有能感を味わったり，友達の取組に対する感想や意見を言えた有用感を味わったりできると考える。

そこで，本時学習の指導における目標達成のための主な支援は，以下の５点である。

① 前時の学習を整理した掲示物を提示することで，課題解決を具体化する視点を見つけられるように
する。

② 自分の『夢』の実現に向けて，地域の方から学んだことを生かした具体的な取組を決めることがで
きるように，友達のこれからの取組や，自分が考えた取組に対する友達の意見を参考にすることがで
きるような交流の場を設定する。

③ 交流がより深まるように，共通体験した友達３～４人で交流するグループを構成するようにする。

④ グループで交流する場面においては，課題解決に向けた深まりのある話し合いができるように，発
表する側は，２つの視点（①自分の取組を，地域の方から学んだこととつないで話す。②「いつ・ど
こで・どのように」取り組むか話す ）をもとに話すようにし，聞く側は，３つの視点（①地域の方か。
ら学んだこととつないだ取組になっているか。②「いつ・どこで・どのように」が分かる取組になっ
ているか。③自分だったらどんな取組を考えるか ）をもとに聞くようにする。。

⑤ 交流後に，活動計画書や自己評価カードを書かせることで，具体的な取組を決めることができた有
能感を味わったり，友達の取組に対する感想や意見を言えた有用感を味わったりできるようにする。

１０．準備
（教 師）前時までの学習を整理した掲示物，発表する視点・聞く視点を示した掲示物

（子ども）活動計画書，自己評価カード



１１．展開

学習活動と内容 評価規準 支 援

１．前時学習を想起し，本時学習のめあてを確認する。 ○ 前時の学習を
整理した掲示物

本時のめあて を提示すること
友達の取組や意見を参考にしながら，自分の取組を決め で，課題解決を

よう。 具体化するに
は 「いつ・ど，

【観点】 こで・どのよう
２．自分の取組を具体化して考える。 問題解決にあたって に」という視点

○ 地域の方から学んだこととつないだ取組 の学び方 が必要だと気づ
○ 「いつ・どこで・どのように」取り組むか。 くようにする。

【評価規準】 ○ 発表する側と
３．これからの取組についてグループで聞き合う。 ○ 友達のこれからの 聞く側それぞれ

○ 自分の取組を発表する。 取組を聞き，感想や に，視点をもた
○ 友達の取組を聞いて，質問や意見，感想を言う。 意見を言うことがで せて発表した

《発表する視点》 きる。 り，聞いたりす
① 自分の取組を，地域の方から学んだこととつないで ることで課題解

いるか。 【評価方法】 決に向けた深ま
② 「いつ・どこで・どのように」取り組むか。 発言， りのある話し合

自己評価カード いができるよう
《聞く視点》 にする。

① 地域の方から学んだこととつないだ取組になってい 【観点】
るか。 自己の生き方への

② 「いつ・どこで・どのように」が分かる取組になっ 自覚
ているか。

③ 自分だったらどんな取組を考えるか。 【評価規準】
○ 地域の方から学ん

だことを生かした，
４．自分の取組を活動計画書に書く。 自分の取組を見いだ ○ 活動計画書や

すことができる。 自己評価カード
５．自己評価カードを書く。 を書かせること

○ 「いつ・どこで・どのように」取り組むか決めることが 【評価方法】 で，具体的な取
できたか。 発言，活動計画書， 組を決めること

○ 友達の取組や意見を聞いてどう思ったか。 自己評価カード ができた有能感
○ 友達の取組に対して 感想や意見を言うことができたか を味わったり，， 。

友達の取組に対
６．教師の話を聞く。 する感想や意見

○ 子どもの学習への価値付け・賞賛 を言えた有用感
○ 次時の学習の確認 を味わったりで

きるようにす
今日は，自分の取組を決めるために，友達とお互いに感想 る。

や意見を出し合いましたね。友達の取組や意見を参考にしな
がら これからの取組を決めることができたと思います 賞， 。（
賛）今日決めた取組を行っていくことは，一人一人の夢の実
現に近づいていくものだと思います （価値付け）。

早速明日から，自分が決めた取組を行動に移していきまし
ょう。そして，取り組んでみてどうだったか振り返る学習を
していきましょう （次時の学習の確認）。



７．本時（２４／３０） 公開授業Ⅱ
（６年Ｂ組 教室）

８．本時の目標
○ 「返す」段階において，考えた今後の取組と地域の人から学んだことを関連づけることができる。

【問題解決にあたっての学び方】

９．本時指導の考え方
， ， ，これまでに子どもたちは 活動報告会を通して 課題１における自分の学びのよさを自覚するとともに

夢の実現のための新たな課題２「自分の夢の実現に向けて，地域の人に学んだことを生かした取組をしよ
う 」を設定している。。

本時は，その課題２の解決に向けてどんな取組をしていけばいいのかを考え，返す段階での活動の見通
しをもつ学習場面である。

この学習場面では，自分の夢の実現に向けて，地域の人から学んだことと関連づけながら，今後の取組
について考えることで 「返す」段階での活動の見通しをもつことができることをねらっている。また，地，
域の人から学んだことを生かした取組の案を出し合い，今後の活動を具体的にイメージし，次時には，個
人の取組を決めることができるようになると考える。

そこで，本時学習の指導における目標達成のための主な支援は，以下の３点である。

① 前時までの学習を整理した掲示物を使って，地域の人から学んだことを常に振り返らせることによ
り，地域の人から学んだことと関連づけた取組を考えることができるようにする。

② グループを４～５人に設定し，聞き合いの時間を十分に保証することで，一人一人の子どもが主体
的に活動できるようにする。

③ 本時を振り返って，感想を発表し合ったり，自己評価カード（①友だちの考えのよさ見つけること
ができたか。②地域の人から学んだこととつなげて，取組を考えることができたか。③自分の今後の
取組に生かせそうなことを見つけることができたか。３項目）を書いたりすることで，自分の活動を
振り返り，有用感・有能感を実感することができるようにする。

１０．準備
（教 師）前時までの学習を整理した掲示物

（子ども）自己評価カード，考えた取組を書くカード，カードをまとめる模造紙



１１．展開

学習活動と内容 評価規準 支 援

１．前時学習を想起し，本時学習のめあてを確認する。

本時のめあて
これからの取組について，意見を出し合おう。

２．これからの取組について話し合う。 【観点】 ○ 前時間での学習を整理
（１）これからの取組について，グループで意見を出し 問題解決にあた した掲示物を使って，地

合う。 っての学び方 域の人から学んだことを
常に振り返られるように

○ 考えた取組をカードに書く。 【評価規準】 することで，地域の人か
○ 考えた今後の取 ら学んだことと関連づけ

○ 書いたカードを模造紙にまとめながら貼る。 組と地域の人から た取組を考えることがで
学んだこととの関 きるようにする。
連を説明すること
ができる。

（２）カードを貼った模造紙を黒板に掲示する。 ○ 考えた取組を書いたカ
【評価方法】 ードを模造紙に貼り，黒

（３）他のグループで考えた取組を見合って，全体で話 発言・自己評価 板に掲示することで，グ
し合う。 カード ループで出し合った意見

を全体で分類整理しやす
。くするようにようにする

３．本時を振り返り，自己評価カードを書く。 ○ 本時を振り返りを感想
○ 友だちの取組のよさを見つけることができたか。 を発表し合ったり，自己

評価カード（①友だちの
○ 地域の人から学んだこととつないで，取り組む活 考えのよさ見つけること

動を考えることができたか。 ができたか。②地域の人
から学んだこととつなげ

○ 自分の今後の取組に生かせそうなことを見つける て，取組を考えることが
ことができたか。 できたか。③自分の今後

の取組に生かせそうなこ
４．教師の話を聞く。 とを見つけることができ

○ 子どもの学習への価値付け・賞賛 たか。３項目）を書いた
○ 次時の学習の確認 りすることで，自分の活

動を振り返り，有用感・
今日の学習では，自分の夢に向かってこれから何 有能感を実感することが

をしたらいいのか，一生懸命に話し合うことができ できるようにする。
ました （賞賛）今後の取組に，地域の人から学ん。
だことを生かし，さらに自分の力を伸ばしていくこ
とが夢への実現に向けて，大切なことだと思います
（価値付け）次の時間は，今日出た意見を参考に，
個人の取組を決めて，具体的に計画を立てていきま
しょう （次時の学習の確認）。


